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社会福祉法人

三重県共同募金会幣

津雫苧同募金委員会′からの

お知らせ

平成23年10月18－12月31日
津市共同募金委員会　　　∴。l恩

平成23年度

目標額44，130，700円
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共同募金は、みなさまから寄附していただいたお金が、それぞれの地域の
ために使われる「じぶんの町を良くするしくみ」です。
だれもが住み慣れたまちで安心して暮らすことのできる地域社会づくり

のため、本年もみなさまの温かいご理解とご協力をお願いいたします。

外出支援サービス事業運転手の募集・津地域・河芸地域・一志地域●美杉地域
在宅生活において、外出することが困難な身体に降がいのある方などを対象に、津市社協では医療機

関などへの送迎を行っております。この事業を行うための運転手を募集いたします。

外出支援サービス運転手の登録条件
①70歳未満で普通自動車2種免許をお持ちの方。

②70歳未満で普通自動車1種免許をお持ちの方で、その効力が過去2年以内停止されていない方。
（本会が指定する講習を受講していただきます。）

募集のお問い合わせ　津市社協各支部までお願いいたします。
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みなさまからの募金は、全額をいったん三重県共同募金会へ送金後、配分委員会の審議
を経て、社会福祉施設や団体、社会福祉協議会などへ事業費として配分されます。

・腿．一
ブ

各家庭を、
対象に、

企業や会

の社会真壁
職場で■

働く人に、

◇　◇　◇　◇　◇　◇

祉施設

社会福祉法人言警同捕十芝

このように使われます
（主な事業）

・地域のふれあいいきいき

サロン

・世代間交流

・地域の環境整備

・子育て支援

・福祉団体の交流会・研修会

・ボランティアの育成・支援

このように使われます
（主な事業）

・心配ごと相談所の開設

・ボランティア育成

・福祉協力校への助成

・広報誌の発行

・ふくしまつり

・団体助成

・社会福祉大会
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共同募金を通じて配分される民間社会福祉事業への寄附金は、税制の上で次のような特別扱いが
受けられます。

（D　法人関係の寄附金は、全額が損金扱いとなります。

（診　個人の寄附金は、所得税・住民税ともに2千円を超える場合、寄附金税額控除の対象となります。

●所得税の寄附金税額控除額　寄附金額（総所得の40％を限度）－2千円

●住民税の寄附金税額控除額（寄附金額（総所得の30％を限度）－2千円IxlO／100

《改正前⇒5千円、改正後＝〉2千円》

※各戸に回覧させていただいている、赤い羽根共同募金のリーフレット「じぶんの町を良くするしくみ」に記
載されている「住民税の寄附金税額控除額」について、上記のとおり改1仁がありましたのでお知らせします。
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津市社協では、東日本大震災で甚大な被害をうけた岩手県上閉伊郡大槌町に8月31日現在で延べ5名の職員

を派遣してきました。職員の主な業務は、災害ボランティアセンターの運営支援です。

阪神・淡路大震災後の3か月で活動したボランティア人数は、延べ100万人以上と言われています。一概にボ

ランティア人数だけを比較することはできませんが、広範囲な地理的条件や交通事情などにより、東北3県の被

災地では延べ71万7，700人【全社協発表8月28日現在】です。東日本大震災から半年が過ぎましたが、被災地で

のボランティアによる復興支援は、まだまだ必要です。

今回は、派遣した職員が関わった大槌町のボランティア活動、津市ボランティア協議会のボランティアバスに

よる取組み、そして津市社協が行なっている被災地支援の取組みについてお伝えします。

褒翻「ア活動
現在、日本では自然災害などにより大規模な被害が発生すると災害ボランティアセンターが設置さ

れ、ボランティアによる被災地支援が行われます。東日本大震災によって甚大な被害を受けた大槌町で

も、震災直後から8月末までの3，450件のボランティアニーズ（要望）に対して、延べ3万9，000人のボラ

ンティアが活動しています。

大槌町のボランティアニーズの移り変わりと津市社協職員が大槌町災害ボランティアセンターで携

わった主なボランティア活動を紹介します。

大槌町災害ボランティアセンター

菜 軒 下 蛋 嫁ノ

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

床 下 の 泥 出 し

避難所の炊出 し 二二譲二冊

引越 し、移動支援 　丁‾‾r「一】■▲〝‾

サ　　 ロ　　 ン

普段は魚釣りを趣味にして
いる秋田県の仲良しグループ
です。震災の被害を見て「自分
たちに何ができるか」を考え、
週末に岩手県の被災地で炊出
しを行うようになりました。
この日は、豚肉井60食を被災
者に振る舞いました。

主なボランティア活動の紹介

毎年10月～12月にかけて
大槌川は、数万匹の鮭の遡上
で賑わいます。今年も鮭が
帰って来られるように、津波
で壊された環境を人の手でキ
レイにしています。同時に河
川沿いを菜の花でいっぱいに
する活動も行われています。
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津市ボランティア協議会の取り組み

日本各地から被災地に向けてボランティアバスが運行されています。ボランティアが乗り合せて被

災地支援へ向かうボランティアバスは、社会人が参加しやすいように週末だけ運行されるものや地元

産業の復興を目的とした観光を取り入れたものなど種類も多く、主催者もNPOやバス会社、旅行会社な

どさまざまです。そのような中、岩手県陸前高田市行きのボランティアバスを6月以降運行されている

津市ボランティア協議会の横山立夫会長にお話を伺いました。

※【津市ボランティア協議会】…津市を中心に活動する120のボランティア団体のネットワーク組織。福祉分野を中
心に地域と密着した活動を展開している。津（旧津市）、久居、美里、香良洲、一志、美杉の6地区のボランティア連絡会
が連携している。

活動のきっかけ

津市ボランティア協議会では、震災で被災された方々に対し“自分たちが
できる支援は何が’を検討し、その結果、NPO法人日本災害救援ボランティア
ネットワーク（NVNAD本部事務局西宮市）と協働で岩手県陸前高田市行き
ボランティアバスを運行することにしました。

このボランティアバスは、行政や社協から資金的な支援を受けることなく、
ボランティアらしい取組みになったと思います。

情報発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山会長

ボランティアバスの取組みは、地元新聞各紙に記事として掲載された他、インターネットを活用
して情報発信しました。また、復興支援情報サイトの『助けあいジャパン』や『東日本大震災支援全国
ネットワーク』のホームページへの掲載も行いました。

この呼び掛けに応え、津市内のみでなく県内各地や近県はもちろん、大阪府や兵庫県からも多く
の参加がありました。ボランティアバスは、これまでに6月、7月、8月に1回ずつ、基本的に木曜日の
夜に出発し、現地では金曜日、土曜日（1泊2日）に活動を行い、日曜日の朝には津に帰るという行程
で、勤めている人でも参加しやすい方法をとりました。週末の短期間に活動を設定したことで、さま
ざまな人たちが参加することができました。

被災地での活動内杏

現地での作業は主としてがれきの撤去で、公共の場所や地域
共同の場所、あるいは個人の田んぼ等に行きました。暑い中で
の作業であった為、参加者は皆疲れましたが、大いに意気が上
がりました。

今後に向巨㌃

私たちの取組みは、今回限りのものではなく、今後の防災対
策とボランティアの役割を考えていくステップの一つとして
位置付けたいと思っています。近くまた、ボランティアバスをだ
運行するかもしれません。みなさんのご協力をお願いします。 岩手県の被災地での活動状況

被災地派遣職員による講演活動 2 3 回

職員による街頭募金活動 15 回（170，115円）

義援金送金額 2，9 13 ，8 0 5 円

被災地写真展の開催 4 か所（津・久居・河芸・芸濃支部）

9月5日（月）から生活復興支援資金の貸付を開始していまず
貸付対象

貸付内容

東日本大震災により被災された世帯で三重県に避難され、当面の生活費を必要としている
低所得世帯（擢災証明書等が必要）
（》一時生活支援費：当面の生活費

貸付月額20万円以内（単身世帯は15万円以内）、貸付期間は6か月以内
②生活再建費：住居の移転費、家具什器等の購入費
賃付金額80万円以内

※詳しくは、8ページに記載の津市社協各支部にお問い合わせください。
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福祉協
こコ

津市社協では、福祉教育の一環として、福祉体験やボランティア活動などに取り組む市内の小学

校・中学校・高等学校・特別支援学校を福祉協力校として指定し、助成を行っています。

また、福祉意識の向上や福祉マンパワーの育成を目的とした福祉体験教室・福祉出前講座も開催

しています。それらの活動の中で、福祉協力校として活動している学校の取組みを、連載で一部紹介
させていただきます。

津市立高宮小学校
高宮小学校では、「体験学習」や「訪問事業」の一環とし

て、学校近くにある三重県いなば園（障がい児・者施設）と
の交流を積極的に行っています。
低学年の子どもたちは、利用者と－満にさつまいもの苗

植えと収穫作業を体験し、高学年の子どもたちは、利用者
に教わりながら陶芸、さをり織り、ぼかし作り、農作業など
を体験しています。また、ゲームや軽スポーツを通じて利用
者と親睦を深めています。
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津市美里町

子どもたちが利用者との交流で多くのこ
とを体験し学べるよう、今後もふれあいの
時間を大切にして活動を続けていきたいと
考えています。

津市立東観中学校　　津市安濃町
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東観中学校では、「地域福祉のために活動しよう」という
ボランティア精神を育むために、さまざまな活動を行ってい
ます。今回は、生活福祉委員が中心となり、老人福祉施設の
訪問を通じて利用者と交流しました。

みなさんにたくさんの笑顔を届けるとともに、それ以上
の笑顔を頂きました。世代を超えた「ふれあい」は、一つの
「福祉」の形であり、生徒にとって学ぶべきものが多いと実感
しています。

ともに一つの作業をすることで、はじめは硬
かった表情が笑顔に変わっていきました。「歌」と
「折り紙」、特別なものは必要ありません。
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介 護 予 防

教 室 日 程

転 倒 予 防教 主 認 知 症 予 防教 室 豪族 介 護 教 室

1 0 月 2 7 日（津） 1 4 日（津） 2 1日（一志）
1 1 月 2 4 日（津） 1 1 日（津） 1 9 日（白山）・2 2 日（安濃）
1 2 月 2 2 日（津） 9 日（津） 2 日（津）

⇔上記の他に、地域での出前教室もお受けしますので、詳しくは津市社協各支部にお問い合わせください。
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囁集「等い力」
一宇いボランティアを地域のカへ～

「最近の若い人は何をしてるんだ？」「ボランティアは高齢者ばかりのように思う」…

これらは近年よく耳にするボランティア活動者のみなさまの声です。

多くの人が気付いているのです。これから若い世代が地域の力となっていくことの重要性を。

地域みんなで応援しましょう、若いボランティア。

泊まり込みでボランティア体験

7月22日・23日、『福祉ワークキャンプ』を三重県いなば園（陣がい

児・者施設）にて実施しました。市内の中学生、高校生20名が泊まり

込みで、いなば園納涼大会に向けての準備や模擬店の運営を手伝

うボランティア活動に取り組みました。利用者や施設職員とふれあ

う中で福祉への理解を深める貴重な体験となりました。

障がいがあっても参加できる大会を！！

6月5日、車イス体験をしながらゲーム感覚で地域を散策する

イベント『車イス体験ふれあいウオークラリー大会』を開催しま

した。約40名のボランティアが主体的に大会を作り上げ、参加者

には好評をいただいています。この活動は車イス利用者にとっ

て、より住みやすい地域の力となっています。

ボランティアを学ぼう！

各地域の実情にあわせて『ボランティアスクール』や『出前講

座』を実施しています。楽しくできるボランティアや活動中の注

意点などを紹介しています。自己満足に終わらない本当に地域

の為になるボランティアをともに考えましょう。

津市ボランティアセンターでは、小・中学生、高校生をはじめとして、力溢れる若いみなさんにボ

ランティア活動の楽しさと大切さを知っていただくとともに、地域のみなさまとボランティア活動

を推進していきます。

今後も、ボランティア活動に関するさまざまな事業を実施しますので、ぜひご参加ください。

一ノ・j：十一
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社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました
平成23年5月16日～平成23年8月15日

寄附金　　ご芳名

合計50，000円

・津舌頭保存会　会長森川豊利津様
・匿名1名　様

お寄せいただいたご芳志は、社会福祉事業のために有効活用させていただ
きます。厚くお礼申しあげます。

心配牢と鱒琴所のお知らせ
＊都合により、日程など変更することがありますので、ご了承ください。

弁護士相談

「

10月 5日（久居支部） 12日（津支部） 19日（美里支部） 26日（津支部）

11月 2日（河芸支部） 9日（白山支部） 16日（津支部） 30日（美杉支部）

12月 7日（津支部） 14日（久居支部） 2 1日（一志支部）

1月 11日（津支部） 18日（久居支部） 25日（芸濃支部）

各会場とも毎週水曜日（上記日程のとおり）、午後1時30分から午後3時30分まで開設します。
1回6名までの1人約20分の予約制で、各支部で開設月の3か月前から受け付けます。

民生委員・児童委員による心配ごと相談
1 0 月 14 日（白山支部） 28 日（津支部 ）

1 1 月 11 日（香良洲支部） 2 5 日（芸濃支部）

12 月 9 日（一志支部） 16 日（美里支部）

1 月 13 日（美杉支部） 20 日（河芸支部）

予約不要で、午後1時から午後4時ま

で開設します。（受付は午後3時まで）

正午から整理券を配布します。（元公

証人による相談は先着7名、司法書士

による相談は先着10名）

各会場とも第2・4金曜日（12月は第2・第
3金曜日）、午後1時30分から午後3時30
分まで開設します。

予約は不要ですので、お気軽にご相談く
ださい。

＊ただし、祝日・年末年始を除く。

内　 容 相談 日 相談員 場　 所

法　 律　 相　 談 毎 週 火 曜 日 元公証人 セ ンターパ レス3 階

相続 ・贈与など 第2 ・4 土曜 日 司法書士 センターパ レス地下

※お車でセンターパレスにお越しの際、市営駐車場をご利用の場合は有料となります。

発行・編集⑳社会福祉法人津市社会福祉協議会

本部・津支部

久居支部
河芸支部
芸濃支部

美里支部
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〒514－0027津市大門7－15津センターパレス3階
TEL：059－213－7111／FAX：059－224－6067

〒514－1136津市久居東鹿跡町20－2
TEL：059－256－1202／FAX：059－255－6288

〒510－0314津市河芸町浜田868
TEL：059－245－8888／FAX：059－245－8890

〒514－2211津市芸濃町梅本6141－1
TEL：059－265－4531／FAX：059－265－4950

〒514－2113津市美里町三郷46－3
TEL：059－279－3366／FAX：059－279－3387

安濃支部

香良洲支部

一志支部

白山支部
美杉支部

URL＝http：／／WW・tSu－Shakyo・0リP
E－mail：shakyo＠tsu－Shakyo．orJP

〒514－2326　津市安濃町東観音寺418
TEL：059－268－5804／FAX：059－267－0800

〒514－0314　津市香良洲町2167
TEL：059－292－7711／FAX：059－292－7712

〒515－2521津市一志町井関1792
TEL：059－295－0066／FAX：059－295－0117

〒515－2603　津市白山町川口892
TEL：059－262－7029／FAX：059－262－6520

〒515－3531津市美杉町奥津929
TEL：059－274－0023／FAX：059－274－0024


